
（
前
後
略
）
御
当
湊
船
手
交
易
之
儀
ハ
先
規
よ
り
沖
出
し
物
惣
而
問
屋

土
崎
湊
小
宿
松
本
家
の
業
態

課
題
と
対
象

江
戸
時
代
、
秋
田
藩
の
主
要
港
で
あ
る
土
崎
湊
に
は
、
移
出
入
を
取

り
扱
う
商
人
と
し
て
問
屋
・
小
宿
が
あ
っ
た
。
安
政
元
年
(
-
八
五
四
）
(
l
)
 

時
点
で
土
崎
湊
の
問
屋
株
は
―
二
軒
、
小
宿
株
は
二

0
軒
で
あ
っ
た
。

猫
末
の
商
人
名
鑑
に
は
問
屋
一

0
軒
、
小
宿
一
六
軒
の
名
前
が
み
え

(
2
)

（

3
)
 

る
。
町
奉
行
の
言
に
「
問
屋
小
宿
盛
衰
次
第
、
一
郷
も
又
盛
衰
仕
候
」

と
表
現
さ
れ
る
よ
う
に
、
問
屋
・
小
宿
は
物
流
拠
点
で
あ
る
湊
に
お
い

て
要
と
な
る
存
在
で
あ
っ
た
。

(
4
)
 

小
宿
松
本
家
に
つ
い
て
は
今
村
義
孝
氏
の
紹
介
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ

れ
ば
小
宿
は
問
屋
か
ら
商
品
を
引
き
受
け
、
あ
る
い
は
領
内
商
人
か
ら

注
文
を
受
け
て
商
品
を
揃
え
、
船
手
と
商
人
・
中
買
の
取
引
を
媒
介
す

る
の
が
仕
事
で
あ
っ
た
と
い
う
。
『
秋
田
県
史
」
も
同
様
に
、
小
宿
は

問
屋
か
ら
商
品
を
引
き
受
け
、
領
内
の
商
人
と
取
引
し
た
と
し
て
い

(
5
)
 
る。
今
村
氏
の
論
考
で
は
、
小
宿
の
業
務
を
説
明
す
る
史
料
と
し
て
、
次

の
二
つ
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
前
者
は
文
久
三
年
(
-
八
六
三
）
二
月

の
秋
田
藩
の
達
書
で
、
後
者
は
明
治
三
年
(
-
八
七

0
)
＋
一
月
の
小

宿
仲
間
の
願
書
で
あ
る
。

（
前
後
略
）
船
々
積
下
荷
物
、
中
買
共
商
人
同
様
小
宿
江
掛
合
、
直
入

相
極
候
規
定
二
而
、
中
買
と
も
勝
手
問
屋
江
罷
越
、
相
対
ヲ
以
論
買
致

候
様
之
儀
不
相
成
（
中
略
）
惣
而
下
り
品
商
取
組
之
儀
者
小
宿
立
会
之

(
6
)
 

上
二
可
致

新

堀

道

生
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扱
、
沖
入
品
悉
皆
小
宿
扱
御
基
則
御
居
被
下
置
、
然
者
沖
入
品
売
捌
之

義
者
、
専
ら
私
共
業
鉢
二
御
座
候
処
、
御
町
方
商
人
・
中
買
混
乱
仕
、

猥
リ
ニ
問
屋
江
入
込
、
船
手
相
対
二
而
匝
買
仕
候
者
有
之
（
中
略
）
入

船
有
之
候
得
者
、
其
向
々
江
通
達
仕
候
得
者
、
御
城
下
湊
之
商
人
者
、

其
時
々
早
速
出
張
仕
候
、
遠
方
之
者
共
者
、
其
節
出
湊
致
居
候
も
の
も

有
之
候
得
共
、
出
湊
無
之
候
も
の
江
も
兼
而
文
通
を
以
諸
相
庭
為
知
置
、

諸
品
注
文
申
請
、
其
商
人
共
之
決
意
を
以
、
船
手
江
相
向
へ
精
々
直
組

仕
候
（
中
略
）
中
買
共
之
振
合
者
買
人
之
有
無
二
不
拘
、
遠
近
之
相
庭

相
当
・
不
相
当
二
も
よ
ら
す
、
其
時
之
景
気
之
品
を
互
二
論
合
、
寵
入

仕
候
故
、
私
共
客
向
よ
り
被
附
置
候
直
段
よ
り
い
つ
も
高
直
二
買
取
ら

れ
、
左
候
得
者
、
小
宿
共
者
価
之
有
之
候
品
を
踏
み
付
ケ
、
中
買
共
者

(
7
)
 

正
路
之
者
と
船
手
よ
り
賞
せ
ら
れ
候
振
合

要
約
す
れ
ば
、
①
移
出
品
は
総
じ
て
問
屋
が
扱
い
、
移
入
品
は
み
な

小
宿
が
扱
う
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
②
廻
船
が
入
津
す
る
と
、
知
ら
せ

を
受
け
た
商
人
が
湊
へ
出
向
く
。
湊
に
来
な
い
遠
方
の
商
人
か
ら
は
予

め
小
宿
が
注
文
を
聞
い
て
お
く
。
③
領
内
商
人
（
仲
買
・
商
人
）
が
小

宿
と
交
渉
し
、
小
宿
は
船
手
と
交
渉
し
て
取
引
価
格
が
決
定
す
る
（
直

入
・
直
組
）
°
④
領
内
商
人
は
小
宿
を
通
さ
ず
直
接
に
船
手
・
問
屋
か

ら
買
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
⑥
し
か
し
、
仲
買
や
町

方
の
商
人
が
、
小
宿
を
介
さ
ず
問
屋
に
出
入
り
し
て
船
手
と
直
接
交
渉

に
及
び
、
小
宿
の
権
益
が
浸
食
さ
れ
る
事
態
が
生
じ
て
い
た
。

右
の
史
料
か
ら
は
、
小
宿
が
船
手
・
問
屋
と
領
内
商
人
と
の
間
に

立
っ
て
、
取
引
価
格
の
決
定
に
携
わ
り
、
売
買
を
仲
介
し
て
い
た
こ
と

が
理
解
で
き
る
。
し
か
し
、
小
宿
の
収
益
が
ど
こ
か
ら
生
ず
る
の
か
不

明
確
で
あ
り
、
取
引
の
実
態
や
、
小
宿
と
諸
商
人
と
の
関
係
が
十
分
に

は
理
解
で
き
な
い
。
今
村
氏
の
論
考
は
史
料
群
の
紹
介
を
主
眼
と
す
る

も
の
で
あ
り
、
代
金
の
授
受
、
経
営
規
模
な
ど
、
小
宿
経
営
の
基
本
的

な
情
報
は
こ
れ
ま
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
幸
い
土
崎
湊
の

小
宿
、
松
本
家
の
経
営
史
料
は
幕
末
以
降
の
帳
節
類
が
多
数
残
さ
れ
、

平
成
二
十
四
年
に
筆
者
が
勤
務
す
る
秋
田
県
立
博
物
館
に
寄
贈
さ
れ

た
。
本
稿
で
は
こ
れ
を
用
い
て
小
宿
の
業
態
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
記

録
の
批
は
膨
大
で
あ
る
が
、
筆
者
の
力
簸
か
ら
さ
し
あ
た
り
慶
応
元
年

（
一
八
六
五
）
の
経
営
を
分
析
対
象
と
し
た
。
当
時
の
当
主
は
松
本
与

右
衛
門
で
あ
る
。
陸
居
し
て
い
た
父
与
兵
衛
は
同
年
六
月
、
前
年
に
命

(
8
)
 

じ
ら
れ
た
「
小
宿
主
立
」
の
退
任
を
願
い
出
て
お
り
、
松
本
家
は
湊
の

小
宿
の
な
か
で
も
有
力
な
者
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

以
下
で
は
松
本
家
の
経
営
史
料
に
よ
り
、
小
宿
の
商
取
引
を
具
体
的

に
み
て
い
き
た
い
。

そ
の
際
、
基
本
史
料
と
し
て
差
引
帳
を
用
い
る
。
差
引
帳
は
取
引
相

手
ご
と
に
、
商
品
の
引
取
・
引
渡
、
代
金
の
授
受
、
貸
付
．
返
済
な
ど

経
営
規
模
と
商
品
の
流
れ
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を
記
し
、
差
引
勘
定
を
し
た
帳
蒋
で
あ
る
。
慶
応
元
年
度
は
次
の
四
冊

が
あ
り
、
そ
の
記
事
を
相
互
参
照
す
る
こ
と
で
商
品
・
金
銭
の
動
き
を

追
う
こ
と
が
で
き
る
。

「
船
手
差
引
帳
」

11
船
手
・
問
屋
と
の
取
引

「
久
在
差
引
帳
」

11
久
保
田
商
人
、
藩
士
、
在
方
住
人
と
の
取
引

「
地
方
差
引
帳
」

11
土
崎
湊
の
商
人
と
の
取
引

「
仙
北
差
引
帳
」

11
雄
物
川
上
流
の
在
方
商
人
（
大
曲
・
角
間
川
・

横
手
等
）
と
の
取
引

ま
ず
表
1
に
、
差
引
帳
に
よ
り
慶
応
元
年
の
商
品
取
扱
高
を
示
し

た
。
衣
料
が
一
万
三
ニ
ー
七
両
と
圧
倒
的
に
多
く
、
穀
物
が
こ
れ
に
次

ぐ
。
こ
れ
は
小
宿
の
収
入
で
は
な
く
売
買
成
約
額
で
、
小
宿
は
後
述
の

ご
と
く
そ
の
数
％
の
手
数
料
を
得
る
。
衣
料
は
古
手
・
繰
綿
・
伸
継
・

縞
木
綿
な
ど
で
、
穀
物
は
米
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
そ
の
他
と
し
た
も

の
で
は
砂
糖
、
足
袋
、
紙
、
石
灰
、
傘
な
ど
が
移
入
さ
れ
、
荏
粕
な
ど

表1 商品取扱高と貸金

品目 （両）

移入 衣料 13.217 

塩 791 

鉄 790 

その他 175 

移出 穀物 4,526 

その他 213 

貸金 貸金 15,262 

貸金利子 954 

代金利子 233 

典拠：各差引帳。移入は問屋
からの引取額。移出は領内商
人からの引取額。

が
移
出
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
貸
金
は
一
万
五
二
六
二
両
、
そ
の
利
子

は
九
五
四
両
、
小
宿
へ
の
支
払
い
を
延
べ
払
い
と
す
る
際
に
つ
く
利
子

が
二
三
三
両
と
多
額
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。

表
2
に
よ
り
主
要
取
引
先
を
み
る
。

1
ー

10
は
土
崎
の
問
屋
で
、
う

ち
杉
山
・
間
杉
・
川
ロ
・
船
木
と
の
取
引
が
多
い
。
こ
れ
ら
の
問
屋
に

小
宿
は
米
・
大
豆
な
ど
を
引
き
渡
し
、
逆
に
衣
料
・
塩
・
鉄
な
ど
を
引

き
取
っ
て
い
た
。
取
引
額
が
ゼ
ロ
の
問
屋
は
、
帳
節
に
問
屋
名
の
み
が

立
項
さ
れ
取
引
が
な
い
。

11ー

17
は
船
手
（
廻
船
・
領
外
商
人
）
で
あ
る
。
船
手
が
も
た
ら
す

商
品
は
問
屋
を
通
す
の
が
原
則
で
あ
り
、
事
実
彼
ら
の
舶
載
商
品
の
取

引
は
主
に
問
屋
の
項
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
1
1
¥
1
7
は
便
宜
的

に
別
項
に
立
て
た
の
で
あ
り
、
船
手
か
ら
小
宿
が
直
接
商
品
を
引
き
受

け
る
こ
と
は
基
本
的
に
無
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
商
品
取
引

で
は
な
い
金
銭
貸
借
は
、
小
宿
が
船
手
と
直
接
行
っ
て
い
る
よ
う
で
あ

る。
な
お
、
船
手
に
は
加
賀
商
人
が
多
く
、

12
の
熊
田
屋
は
廻
船
を
多
数

所
持
す
る
北
前
船
商
人
と
し
て
名
が
知
ら
れ
て
い
る
。
松
本
の
商
品
取

扱
高
を
船
手
別
に
み
る
と
、
熊
田
屋
が
二
八
九
四
両
で
最
多
を
占
め
る
。

18¥32
は
久
保
田
・
土
崎
湊
の
商
人
で
、
小
宿
を
介
し
て
衣
料
や
塩

を
購
入
し
て
い
る
。
彼
ら
は
移
出
す
る
商
品
を
持
っ
て
い
な
い
。
木
綿

製
品
は
連
名
で
購
入
す
る
こ
と
が
よ
く
あ
り
、
表
で
は
複
数
人
で
の
記

載
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
小
宿
か
ら
金
銭
を
借
り
る
者
が
し
ば
し
ば
あ
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表2 松本家の主要取引先

商人名 地域 取引額（両） 松本から受 松本へ渡
1 杉山藤兵衛 土崎湊問屋 4,988 米大小豆 衣料塩鉄
2 間杉五郎八 ケ 6.186 米荏粕 生衣料蝋塩鉄

3 川口長左衛門 ，， 3,350 米 衣料傘
4 船木助左衛門 ,, 2.494 荏粕 衣料晒蝋
5 越後屋惣左衛門 ,, 45 衣料
6 本間太左衛門 ,., 2 金銭取引
7 根布屋茂助 ,, 343 米代金 鉄
8 神馬喜太郎 ，， 

゜9 田牧五郎右衛門 ，， 

゜10 小幡屋三郎右衛門 ク

゜11 大仲屋由右衛門 707 貸金 貸金
12 熊田屋 加賀 1,550 貸金
13 尾山屋 ク 677 衣料貸金
14 加登屋市次郎 ク 187 衣料
15 加登屋又右衛門 257 衣料
16 黒丸喜惣兵衛・豊吉 土崎 427 衣料
17 油屋定蔵 山形か 3,553 衣料住金
18 佐門々木弥左衛門・田中平八・茜屋吉左窮 久保田 860 衣科

19 吉本左屋衛栄門治・・高秋堂山屋福吉治兵・衛佐•々田木中良平吉八・茜屋 久保田 728 衣料

20 消笠兵島衛長之・遠助藤•消本助屋栄治・風OO庄八・伊藤 久保田 1.159 衣料

21 茜屋吉左衛門 久保田 220 衣料塩
22 佐々木弥左衛門 久保田 3.232 衣料貸金
23 伊藤消兵衛 久保田 227 衣料
24 佐々木良吉 久保田 220 衣料
25 田口吉右衛門 416 衣金料塩貸

26 碇屋三之助 40 鉄
27 平沢村庫之助 94 鉄
28 貝国屋田菩長兵左衛衛門・石崎倉吉・貝田平吉・三 1.213 衣料

29 斎藤勘太郎 土崎 1.345 貸金衣料
30 加賀屋東太郎 土崎 826 塩貸衣金料米 貸金

31 能登屋松五郎 579 衣料貸金
32 石崎倉吉 902 衣料貸金
33 安藤清吉 大曲 3,536 衣料貸金 米大豆
34 小西多郎右衛門 大曲 543 衣料貸金 米
35 中野屋喜兵衛 998 衣金料鉄貸 米

36 本郷吉右衛門 角間川 1,013 貸金 貸金
37 最上久右衛門 角問川 444 塩金 衣料貸 米

38 高安亥三郎 427 貸金 米
39 小西彦四郎 蒋井村 655 貸金 米
40 佐藤清十郎 増田 168 塩貸金 米
41 服部源三郎 横手か 717 塩代金 米
42 渡辺八右衛門 横手 529 塩料 砂糖衣 荏粕

43 江畑新左衛門 飯詰村 1.404 貸金 米

典拠：各差引帳
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図1 小宿を介した商品の動き

移
入
品
売
買
の
過
程

冗〕国ニ―[
ー

-[
 
心

g

穀

料
紅
衣

繰

塩問
屋一
~
 

る。
33
以
下
は
雄
物
川
上
流
の
仙
北

商
人
で
、
小
宿
を
介
し
て
衣
料
・
塩
・

鉄
な
ど
を
購
入
し
、
米
・
大
豆
な
ど

を
販
売
し
て
い
る
。
多
く
の
者
が
小

宿
か
ら
金
銭
を
借
り
入
れ
て
い
る
。

彼
ら
と
小
宿
と
の
取
引
は
、
借
入
・

賠
入
・
販
売
額
を
合
算
し
、
差
引
し

て
決
済
す
る
の
が
通
例
で
あ
る
。

以
上
を
ふ
ま
え
て
、
小
宿
を
介
し

た
主
要
商
品
の
動
き
を
図
示
す
る

と
図
1
の
通
り
で
あ
る
。

（
一
）
移
入
衣
料
の
売
買
と
代
金
決
済

次
い
で
、
移
入
品
売
買
の
過
程
を
み
る
。

表
3
は
艇
応
元
年
の
差
引
帳
か
ら
三
ー
四
月
の
衣
料
取
引
を
抜
粋
し

た
も
の
で
あ
る
。
左
覧
は
船
手
・
問
屋
と
小
宿
と
の
取
引
、
右
覧
は
領

内
商
人
と
小
宿
と
の
取
引
を
示
す
。
一
行
目
を
例
に
と
る
と
、
熊
田
屋

忠
治
郎
が
回
漕
し
た
木
綿
（
伸
継
）
を
、
小
宿
松
本
は
七

0
・
ニ
五
両
（
金

額

a
)
で
問
屋
杉
山
か
ら
引
き
取
り
、
そ
れ
を
七
一
・
六
二
両
（
金
額

b
)
で
土
崎
湊
の
商
人
三
国
屋
善
兵
衛
ら
へ
引
き
渡
し
て
い
る
。
金
額

a
は
小
宿
が
問
屋
へ
支
払
う
金
額
で
、
金
額
b
は
小
宿
が
領
内
商
人
か

ら
受
け
取
る
金
額
で
あ
る
。
当
然
な
が
ら
後
者
の
金
額
が
大
き
く
、
差

額
は
小
宿
が
収
取
す
る
こ
と
に
な
る
。
複
数
の
船
手
の
荷
を
ま
と
め
て

一
人
の
商
人
に
引
き
渡
す
場
合
や
、
一
人
の
船
手
の
荷
を
複
数
の
商
人

に
分
割
し
て
引
き
渡
す
こ
と
も
あ
る
。
左
覧
と
右
覧
の
記
帳
日
は
同
一

で
な
い
こ
と
が
多
い
。
領
内
商
人
と
の
折
衝
、
問
屋
側
と
の
折
衝
を
経

て
、
そ
れ
ぞ
れ
金
額
が
確
定
す
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

表
3
を
み
る
と
、
小
宿
が
船
手
・
問
屋
か
ら
商
品
を
買
い
、
領
内
商

人
へ
売
っ
て
い
る
よ
う
に
み
え
な
く
も
な
い
が
、
売
買
の
約
定
書
を
み

る
と
領
内
商
人
が
船
手
・
問
屋
か
ら
買
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
表
3

の
三
月
十
八
日
付
・
上
野
屋
勘
助
の
荷
物
に
つ
い
て
、
売
人
と
買
人
が

取
り
交
わ
し
た
文
書
は
、
次
の
よ
う
な
文
面
と
な
っ
て
い
る
。

伸
継
取
合
拾
箇

控

畑
弥
出

一
、
七
貰
拾
五
匁

直
は
四
一
五
掛

弐
貫
九
百
拾
壱
匁
弐
分
弐

内
百
壱
匁
八
分
九
厘
右
口
銭
三
分
五

引
残
銀
弐
貫
八
百
九
匁
三
分
三
厘

此
金
四
拾
三
両
永
弐
拾
弐
匁
四
厘
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表3 衣料品取引 3~4月

船手・問屋から小宿への引取
記板

船手 問屋 商品 嗜f日

3/22 熊田屋忠治郎 杉山 伸継 70.25 

3/23 賂屋俄三郎 同上 伸継 49.00 
3/12 上野屋吉蔵 問杉 伸継 84.36 
3/12 加登屋藤右衛門 同上 伸継 43.40 
3/18 桜井屋与之助 同上 伸継 21.45 
3/18 上野屋勘助 同上 伸継 43.22 
3/22 黒丸長三郎 越後屋 伸継 45.97 

4/4 竹多勘七 川口 白木綿 45.00 

4/4 上野屋勘助 間杉 82.80 

4/6 上野屋茂兵衛 間杉 伊予縞 41.42 
4/7 橋本屋米蔵 問杉 伸継 47.26 
4/7 上野屋武兵衛 間杉 伸継 33.33 
4/7 福本市郎右衛門 船木 古手 378.01 

4/7 古川屋多三郎 川口 木綿 151.70 

...I 

L 

小宿から領内商人への引渡
差額

噌艮 領内商人 唱？ b-a 
3/20 ニ貝田国平屋吉普兵衛・石崎倉吉・ 71.62 1.37 

3/20 同上 50.76 1.76 
3/12 同上 130.87 3.12 

3/15 小西弁治 21.69 0.24 
3/18 木村清兵衛・船木俄八郎 4425 1.03 
3/20 三貝田国平屋吉善兵衛・石崎倉吉・ 46.57 0.60 

4/6 本吉左屋術栄門治・秋山福治・茜屋 47.31 2.31 

3/24 
本堂木屋屋良吉栄吉兵治・衛茜・ 秋屋•田吉山中福左平蔵窮八門•佐・高々 85.29 2.49 

3/28 笠島長之助 41.78 0.36 
4/1 久保屋武兵衛 4825 1.00 
3/27 能登屋松五郎 33.45 0.12 
3/24 貝田田平長吉左衛門・屋石普崎兵倉衛吉・ 387.37 9.36 
貝 ・三国

4/9 本吉左屋衛栄門治・秋山福治・茜屋 102.81 26.81 

4/17 佐々木弥左衛門 75.71 

典拠：左党は「船手差引帳」、右度は「地方差引帳」「久在差引帳」「仙北差引吸」

右
の
文
面
に
小
宿
の
名
が
無
い
こ
と
に
注
意
し
た
い
。
買
人
は
木
村
・

船
木
で
あ
り
、
小
宿
で
は
な
い
。
小
宿
は
売
買
当
事
者
で
は
な
く
仲
介

者
の
立
場
に
あ
り
、
商
品
を
自
己
の
在
庫
と
し
な
い
の
が
原
則
で
あ
る
。

た
だ
し
例
外
と
し
て
、
「
引
受
」
と
称
し
て
、
小
宿
松
本
自
身
が
船
手

の
荷
を
買
う
場
合
が
あ
る
。

(11) 

右
の
購
入
代
金
四
三
・
ニ
ニ

0
四
両
を
、
実
際
に
誰
が
誰
に
支
払
う

か
と
い
え
ば
、
買
人
が
船
手
・
問
屋
へ
支
払
う
の
で
は
な
く
、
差
引
帳

に
よ
れ
ば
小
宿
が
問
屋
へ
支
払
っ
て
い
る
（
表
3
の
金
額

a
)
。
言
い

換
え
れ
ば
、
小
宿
は
買
人
が
行
う
べ
き
支
払
を
代
行
し
て
い
る
。
買
人

が
実
際
に
支
払
う
の
は
若
千
上
乗
せ
し
た
金
額
（
金
額
b
)
で
あ
り
、

そ
れ
は
問
屋
で
は
な
く
小
宿
に
支
払
っ
て
い
る
。

a
b
の
差
額
は
小
宿

が
得
る
仲
介
手
数
料
と
解
さ
れ
る
。

さ
て
、
こ
の
伸
継
一

0
箇
の
代
金
は
、
小
宿
・
問
屋
間
で
ど
の
よ
う

に
決
済
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
か
。
表
4
は
小
宿
松
本
の
問
屋
間
杉
に
対
す

上
野
屋
勘
助
殿
（
船
手
）

間
杉
岩
太
郎
殿
（
問
屋
）

両
替
六
拾
五
匁

右
之
通
御
座
候
、
以
上

月

十

八

日

買

人

木
村
消
兵
衛
（
久
保
田
商
人
）

船
木
儀
八
郎
（
久
保
田
商
人
）
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表5 木村清兵衛・船木僻八郎
との取引 3/18 ~ 5/10 

記吸日 金額（両） 摘要

3/18 44.25 伸継引渡

3/27 入 10.00 代金受取

3/27 入 25.00 ,， 

5/10 入 9.00 ，， 

典拠：「久在差引帳」のうち「木村
消兵衛・船木俄八郎」の項

表4 問屋間杉との取引 3/18 ~ 4/12 

記帳日 金額（両） 摘要

3/18 入 43.22 上野屋太兵術船伸継 10丸引受

4/5 入 81.75 鴻屋長左衛門船塩200俵引受

4/7 入 32.66 上野屋武兵衛船伸継10丸引受

4/7 入 47.13 橋本屋米蔵船伸継 10丸引受

4/5 83.80 白米200俵引渡

3/27 10.00 伸継代支払い

3/27 25.00 伸継代支払い

4/5 130.00 支払い

4/5 50.00 支払い

4/5 50.00 支払い

4/8 28.00 伸継代支払い

4/8 7.00 支払い

4/12 7.50 支払い

4/12 7.50 支払い

4/12 25.00 伸継代支払い

4/12 25.00 伸継代支払い

典拠：「船手差引帳」のうち「間杉船附込」の項

る
三
月
十
八
日
か
ら
四
月
十
二
日
に
か
け
て
の
商
品
・
金
銭
の
や
り
取

り
で
あ
る
。
表
中
に
「
入
」
と
あ
る
レ
コ
ー
ド
は
、
問
屋
か
ら
商
品
を

受
け
入
れ
た
こ
と
を
示
し
、
「
入
」
が
な
い
の
は
問
屋
へ
の
支
払
い
・

返
済
、
商
品
引
き
渡
し
を
示
す
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
伸
継
一

0
箇
の
代

金
は
そ
れ
だ
け
が
単
独
で
決
済
さ
れ
る
の
で
な
く
、
他
の
取
引
と
合
算

し
、
分
割
・
延
べ
払
い
や
相
殺
に
よ
っ
て
決
済
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
小
宿
と
買
人
木
村
・
船
木
と
の
間
で
ど
の
よ
う
に
決
済
さ
れ

表6 支払完了までの所要期間

問小屋へ宿かの支ら払 小領宿内商人から
への支払

品目
引（取両値） 記帳日 替 記帳日 替

伸継 49 3/22 3/22 3/20 4/20 

伸継 84 3/12 4/5 3/12 4/20 

伸継 21 3/18 4/5 3/15 4/19 

伸継 43 3/18 4/5 3/18 5/10 

伸継 47 4/7 4/5 4/1 5/15 

古手 378 4/7 7/4 3/24 7/14 

伸継 179 4/20 8/4 4/16 8/7 

繰綿 177 4/23 4/22 4/16 閏5/7

布団 145 4/24 8/4 4/16 12/14 

古手 231 閏5/7 閏5/12 閏5/3 10/16 

伸継 69 6/26 7/14 6/26 10/1 

古手 829 7/24 7/22 7/22 12/14 

古手 775 8/28 9/7 8/20 11/8 

典拠：各差引帳
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た
か
と
い
え
ば
、
表
5
の
ご
と
く
、
五
月
十
日
ま
で
に
木
村
・
船
木
か

ら
小
宿
へ
分
割
し
て
代
金
が
支
払
わ
れ
て
い
る
。
他
の
取
引
に
お
い
て

も
、
領
内
商
人
か
ら
小
宿
へ
の
支
払
い
は
、
も
っ
ば
ら
分
割
・
延
べ
払

い
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
。

表
6
の
ご
と
く
、
領
内
商
人
か
ら
小
宿
へ
の
支
払
い
は
、
小
宿
か
ら

問
屋
へ
の
支
払
い
に
く
ら
べ
遅
く
な
る
こ
と
が
多
い
。
領
内
商
人
が
代

金
を
す
ぐ
に
払
え
な
い
の
に
対
し
、
資
力
の
あ
る
小
宿
が
問
屋
へ
の
支

払
い
を
代
行
す
れ
ば
、
船
手
・
問
屋
は
早
期
に
代
金
を
回
収
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
売
買
か
ら
決
済
に
至
る
取
引
過
程
の
な
か
で
、
小
宿
は
売

買
の
成
立
に
関
与
す
る
と
と
も
に
、
決
済
機
関
と
し
て
移
入
品
取
引
を

支
え
て
い
た
。

（
二
）
貸
金
、
代
行
業
務

表
7
は
木
綿
類
の
大
口
取
引
先
で
あ
る
久
保
田
商
人
、
佐
々
木
弥
左

衛
門
に
対
す
る
小
宿
松
本
の
取
引
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
佐
々
木
家

は
天
保
年
間
に
牛
島
村
か
ら
大
町
一
丁
目
へ
移
っ
て
古
着
商
を
営
み
、

(12) 

の
ち
質
屋
株
を
取
得
し
た
商
人
で
あ
る
。
「
入
」
は
松
本
が
代
金
や
返

済
金
を
受
け
取
っ
た
こ
と
を
示
し
、
他
は
商
品
を
引
き
渡
し
あ
る
い
は

金
銭
を
貸
し
た
こ
と
を
示
す
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
松
本
は
前
年
末
時
点

で
佐
々
木
に
対
し
一

0
0
0
両
を
こ
え
る
貸
し
が
あ
り
、
一
月
か
ら
五

月
に
か
け
て
そ
の
返
済
を
受
け
て
い
る
。
佐
々
木
は
松
本
を
介
し
て
四

月
か
ら
計
六
回
二

0
0
0
両
弱
の
古
着
・
木
綿
を
買
い
、
分
割
で
代
金

表7 佐々木弥左衛門との取引

月日 金額（両） 摘要 月日 金額（両） 摘要

子12 116424 前年未収金 31.60 

子12/1 入 100.00 うち受取 11/9 ~ 12 入 350.32 受取
1/13 ~ 5/3 入 1032.84 ~ 64.35 古手引渡

5.42 両替費用貸し 8/20 入 64.13 受取

7/29 入 20.43 受取 430.00 古手引渡

7/29 10.76 古手代残金を転記 36.55 利足

8/14 0.14 古手3箇荷造り賃 3/9 入 100.00 受取

2／晦 入 2.38 受取 入 1.70 利足

4/17 26.59 木綿1箇引渡 9/16 1.31 立替

4/17 75.71 木綿2箇引渡 9/5 0.58 古手9箇荷造り賃

4/22 022 同上3箇荷造り賃 9/5 0.66 古手同

1.53 利足 9/22 1.25 立替

8/8 ~ 9/9 入 102.45 受取 10/17 0.21 古手2箇造り貨

5/29 1030.76 古手18箇引渡 12/29 1.31 

閏5/5~ 11 入 1020.00 受取 11／晦 入 123.84 振合にて受取

閏5/ll 1125.00 貸金7月限り 11／晦 5.32 過分につき返金

閏5/11 121.20 同利足 11／晦 入 28.42 受取

7/2 ~ 12/29 入 1172.13 受取 11／晦 3.05 酒代振合にて受取

7/8 351.07 古手引渡

典拠：「久在差引帳」
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を
支
払
っ
て
い
る
。
頻
繁
に
金
銭
を
借
り
、
衣
料
代
金
を
完
済
す
る
前

の
閏
五
月
十
一
日
に
も
一
―
二
五
両
を
借
り
て
い
る
。
佐
々
木
に
と
っ

て
松
本
は
経
営
資
金
の
提
供
者
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
他
、
し
ば
し
ば
荷

造
り
賃
が
出
金
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
佐
々
木
か
ら
取
り
立
て
て
い
る

か
ら
、
松
本
は
荷
造
り
の
代
行
（
費
用
立
て
替
え
）
を
行
っ
た
こ
と
に

な
る
。
こ
う
し
た
荷
造
り
賃
、
浜
揚
げ
賃
な
ど
の
立
て
替
え
は
、
他
の

商
人
に
対
し
て
も
し
ば
し
ば
行
わ
れ
て
い
る
。
移
出
入
に
携
わ
る
得
意

先
に
対
し
、
そ
の
業
務
を
補
助
・
代
行
す
る
こ
と
も
、
小
宿
の
仕
事
の

―
つ
で
あ
っ
た
。

（
三
）
領
外
商
人
へ
の
注
文

福
本
極
書
写
覚

＿
‘
[
ギ
ョ
ク
緑
]
[
マ
ル
寿
]
繰
綿

両
銘
之
内

金
相
庭
六
十
五
匁

銀
百
匁
付
三
貰
八
百
五
十
匁
弐
分

右
海
上
受
合
、
荷
着
迄
、
利
足
壱
割
弐
分
、
直
買
直
二
受
取
可
申
候
、

尤
も
運
賃
諸
か
、
り
買
持
、
大
坂
壱
番
船
へ
積
入
極
、
三
四
両
月
夏

五
月
よ
り
壱
分
利
足
付
、
六
月
限
、
若
五
月
着
二
相
成
節
ハ
五
月
よ

り
無
利
足
、
六
月
限
、
右
之
通
取
極
、
御
注
文
申
受
候
処
実
正
御
座
候
、

然
上
ハ
直
段
高
下
二
不
抱
、
荷
着
次
第
無
相
違
御
渡
可
申
候
、
為
念

拾
駄
也

嘉
永
六
丑
十
二
月
十
日

松
本
与
右
衛
門
殿

(13) 

注
文
主
よ
り
ハ
船
手
綿
高
下
二
不
抱
受
取
之
事
二
認
遣
置
事

右
は
松
本
家
で
業
務
の
参
考
記
事
を
ま
と
め
た
冊
子
「
万
用
大
宝
恵
」

に
収
め
ら
れ
た
文
書
で
あ
る
。
な
お
‘
[
ギ
ョ
ク
緑
]
な
ど
角
括
弧
内

の
表
記
は
、
銘
柄
を
文
字
・
図
形
で
表
し
た
記
号
が
原
史
料
に
載
せ
ら

れ
て
い
る
の
を
、
こ
こ
で
便
宜
的
に
文
字
化
し
て
示
し
た
も
の
で
（
以

下
同
）
、
「
ギ
ョ
ク
緑
」
は
宝
玉
の
図
形
の
中
に
「
緑
」
の
文
字
が
あ
る
。

こ
れ
は
小
宿
が
領
内
商
人
の
注
文
を
受
け
、
領
外
商
人
へ
発
注
し
て

い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
近
江
国
川
守
の
商
人
福
本
は
、
松
本
か
ら

繰
綿
の
注
文
を
受
け
、
大
坂
一
番
船
、
す
な
わ
ち
そ
の
年
の
最
初
の
北

国
発
送
船
へ
梢
み
込
む
こ
と
を
約
し
て
い
る
。
福
本
は
値
段
の
高
低
に

か
か
わ
ら
ず
土
崎
湊
へ
到
着
次
第
荷
を
渡
す
と
し
、
注
文
主
は
値
段
の

高
低
に
か
か
わ
ら
ず
受
け
取
る
も
の
と
し
て
い
る
。
小
宿
に
対
し
て
そ

う
約
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
の
史
料
は
小
宿
が
湊
で
の
取
引
価
格
の

決
定
に
関
与
し
た
こ
と
の
一
っ
の
証
左
で
あ
る
。

（
四
）
輸
送
事
務

一
札
如
件

（
近
江
川
守
）

福
本
七
右
衛
門

政
次
郎

-59-

Akita University



同
じ
く
「
万
用
大
宝
恵
」
に
、
松
本
が
商
品
を
横
手
商
人
へ
駄
送
す

る
場
合
の
送
状
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

湊
よ
り
送
状

一
、
中
八
印
三
ツ
渡
繰
綿
弐
箇
半

筵
掛
造
上
目
拾
七
貰
四
拾
七
貰
四

此
駄
壱
駄
雨
覆
弐
枚
添

横
手
迄
駄
賃
銭
向
預
四
拾
貰
文
相
添

右
預
裏
印

右
之
通
仕
送
差
遣
間
、
溜
朽
等
御
改
御
受
取
之
上
、
駅
々
無
遅
滞

急
段
御
仕
送
被
成
下
度
候
、
為
念
之
送
状
如
件

嘉

永

六

年

湊

丑

何

月

何

日

松

本

駅

々

御

役

人

衆

中

与

右

衛

門

賃
銭
御
受
取
分
処
書
下
夕
ヘ
御
書
印
被
成
下
度
候

上

十

五

日

下

十

五

日

久

保

田

久

保

田

戸

島

和

田

サ

カ

イ

淀

川

（
中
略
）

横
手

八
貰
四

届
先
は
横
手
の
渡
辺
八
右
衛
門
で
、
松
本
与
右
衛
門
「
揚
」
と
あ
る

寅
何
月
羽
州
秋
田

松
本
与
右
衛
門
殿
揚

同

横

手

渡
辺
八
右
衛
門
殿
行

中
西
八
郎
右
衛
門
殿
行

木
屋
市
郎
兵
衛

繰
綿
で
あ
る
か
ら
、
領
外
商
人
が
回
漕
し
た
下
り
荷
な
の
で
あ
ろ
う
。

小
宿
が
移
入
品
の
領
内
輸
送
を
取
り
扱
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

次
は
、
「
万
用
大
宝
恵
」
に
収
録
さ
れ
た
大
坂
商
人
の
送
状
の
雛
形

で
あ
る
。

大
坂
よ
り
送
荷
状
写

（
中
略
）
同
何
屋
何
兵
衛
殿
船
送
状

一

、

何

印

何

品

何

拾

何

箇

何

拾

何

番

何

屋

出

し

右
之
通
荷
物
積
入
候
条
、
参
着
之
硼
御
改
御
受
取
可
被
下
候
、

万
一
海
上
之
鏃
者
大
坂
廻
船
可
為
御
法
候
、
以
上
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の
は
、
松
本
が
土
崎
湊
で
の
到
着
荷
物
の
確
認
や
そ
の
後
の
輸
送
手
配

を
託
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
差
引
帳
に
よ
れ
ば
、
渡
辺
は
小
宿

松
本
を
介
し
て
塩
•
砂
糖
・
衣
料
な
ど
を
買
い
、
荏
粕
を
売
る
得
意
先

で
あ
る
。
「
万
日
記
」
に
よ
る
と
、
慶
応
元
年
六
月
、
横
手
の
渡
辺
八
右
衛
門

(14) 

か
ら
書
状
が
到
来
し
た
。
そ
の
内
容
は
、
天
神
丸
が
回
漕
す
る
繰
綿
は

川
船
に
積
ん
だ
か
、
そ
れ
と
も
ま
だ
湊
に
到
着
し
て
い
な
い
か
、
橋
本

屋
が
積
み
下
す
上
方
荷
は
川
船
へ
ま
だ
積
ん
で
い
な
い
の
か
、
木
綿
・

石
灰
・
紙
・
墨
・
荒
物
な
ど
は
急
い
で
川
登
せ
し
て
ほ
し
い
、
諸
相
場

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
知
ら
せ
て
ほ
し
い
、
な
ど
の
確
認
や
要
請
で

あ
っ
た
。
七
月
四
日
に
は
問
屋
か
ら
、
紺
屋
吉
助
の
船
が
南
浜
で
難
船

し
た
た
め
現
場
へ
出
張
し
て
ほ
し
い
と
要
請
が
あ
っ
た
。
七
日
に
は
渡

辺
八
右
術
門
か
ら
来
た
使
い
の
者
に
、
南
浜
で
の
難
船
荷
物
を
書
き
あ

げ
て
渡
し
て
い
る
。
恐
ら
く
難
船
に
よ
り
荷
の
到
着
が
遅
れ
て
い
た
の

で
あ
ろ
う
。

以
上
に
よ
れ
ば
、
小
宿
は
領
内
商
人
に
宛
て
送
ら
れ
た
移
入
品
を
、

湊
で
受
け
取
り
、
購
入
者
へ
輸
送
す
る
事
務
を
行
っ
て
い
た
。
も
っ
と

も
、
す
べ
て
の
移
入
品
に
つ
い
て
小
宿
が
領
内
輸
送
を
担
っ
た
と
は
考

え
づ
ら
い
。
得
意
先
と
の
関
係
次
第
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
と
も
あ
れ
小

宿
業
の
守
備
範
囲
は
、
発
注
・
売
買
・
領
内
輸
送
と
い
っ
た
流
通
過
程

の
全
般
に
わ
た
っ
て
い
た
。

(
-
）
移
出
と
集
荷
の
過
程

表
8
は
差
引
帳
に
み
え
る
三
ー
五
月
の
穀
物
取
引
の
記
事
を
抜
粋
し

た
も
の
で
あ
る
。
金
額

a
は
問
屋
が
小
宿
へ
支
払
う
金
額
、
金
額
b
は

領
内
商
人
へ
小
宿
が
支
払
う
金
額
で
あ
る
。
小
宿
は
金
額
b
に
対
し
若

干
上
乗
せ
し
た
金
額
を
問
屋
か
ら
収
取
す
る
。
こ
の
よ
う
に
船
手
・
問

屋
と
領
内
商
人
と
の
間
に
立
っ
て
売
買
を
仲
介
す
る
こ
と
は
、
移
入
の

場
合
と
同
様
で
あ
る
。

ち
な
み
に
数
最
で
は
米
穀
が
多
い
。
年
間
で
は
一
万
七
九
〇
俵
の

穀
物
を
問
屋
へ
引
き
渡
し
、
そ
の
う
ち
米
穀
が
九
五
五
〇
俵
を
占
め

る
。
月
別
で
は
三
ー
四
月
が
五
三
三
九
俵
と
最
多
で
、
五
ー
閏
五
月
は

三
一
三
五
俵
、
七
ー
八
月
は
二
四
一
七
俵
、
十
月
は
九
四
俵
で
、
閏
五

月
ま
で
に
穀
物
移
出
は
お
お
か
た
終
わ
る
。

こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
冒
頭
に
掲
げ
た
史
料
で
、
移
出
は
問

屋
、
移
入
は
小
宿
が
扱
う
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
小

宿
松
本
は
穀
物
移
出
も
仲
介
し
て
い
る
。
年
代
は
異
な
る
が
嘉
永
六
年

(15) 

（
一
八
五
ー
―
-
)
の
土
崎
湊
移
出
米
は
七
万
四
四
八

0
石
で
、
右
の
松
本

経
由
の
移
出
米
九
五
五
〇
俵
は
一
俵
三
斗
と
み
て
一
＿
八
六
五
石
で
そ
の

四
％
弱
と
な
る
。
問
屋
が
―
二
軒
あ
っ
た
の
を
考
え
れ
ば
必
ず
し
も
微

少
な
批
で
は
な
い
。
そ
の
事
情
を
理
解
す
る
に
は
、
問
屋
の
業
務
を
分

析
し
て
比
較
す
る
必
要
が
あ
り
そ
う
だ
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
余
裕
が
な

四

移

出
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表8 穀物取引 3~5月

小宿から船手・問屋への引渡

記帳
船手 問屋 商品 讐）a日

3/18 賠屋俄三郎 杉山 大豆 1000俵 379.94 
3/16 熊田屋源太郎 杉山 白米 1000俵 412.03 

4/5 賠屋長左窮門 問杉 白米 200俵 83.8 
417 古川屋消作 川口 白米 330俵 137.82 

4/21 福門本市郎右衛 船木 白米 1331俵 562.52 

5/21 杉山 白米 102俵 41.82 

4/17 紺屋吉助 杉山 白米 50俵 22.07 
4/21 杉山 玄米 700俵 262.18 

L 

L

L

 

L

L

L

L

 

L 

領内商人から小宿への引取 a-b 

記板
領内商人 嗜？ 問日

4/11 安藤消吉 364.97 14.97 
4/11 安藤消吉 398.06 13.97 
4/5 服部源三郎 81.15 2.65 
4/7 小門西多郎右衛 66.34 -0．89 

417 土田彦七 72.37 

4122 竹内消助 91.39 0.12 

4/23 多可屋源助 211.92 
4/25 小門西多郎右衛 74.77 

4/25 最上久右衛門 60.76 
4/25 土田彦七 37.42 

4/28 奥山佐兵衛 73.55 

4/25 服部源三郎 12.6 
5/22 小西彦四郎 20.41 

4/22 三浦喜右衛門 85.17 2.66 
4/25 高安亥三郎 233.12 7.31 
4/25 高安亥三郎 21.75 

典拠：「船手差引帳」「仙北差引帳」

売
人安
藤
消
吉
（
大
曲
商
人
）

い
。
売
買
成
約
後
の
決
済
の
過
程
で
、
小
宿
は
移
入
商
人
か
ら
代
金
を

回
収
し
決
済
を
完
了
さ
せ
る
が
、
移
出
に
お
い
て
は
問
屋
か
ら
支
払
い

を
受
け
る
の
み
で
、
船
手
が
ど
う
決
済
す
る
か
は
小
宿
の
帳
簿
に
は
表

れ
な
い
。
そ
こ
は
問
屋
・
船
手
間
で
決
済
す
る
の
だ
ろ
う
。
あ
く
ま
で

推
測
だ
が
、
買
い
手
か
ら
代
金
を
回
収
し
取
引
を
完
結
さ
せ
る
決
済
機

関
が
、
移
入
で
は
小
宿
、
移
出
で
は
問
屋
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
移
入
は

小
宿
、
移
出
は
問
屋
の
所
管
と
み
な
さ
れ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

さ
て
、
表
中
の
三
月
十
八
日
付
、
賠
屋
儀
三
郎
が
購
入
し
た
大
豆
に

つ
い
て
、
「
極
書
帳
」
と
題
す
る
帳
簿
に
売
極
書
が
写
さ
れ
て
い
る
の

で
次
に
掲
げ
る
。

極
書

石
保
丁
五
郎
八
蔵
入
御
見
済
包

＿
‘
[
分
銅
]
焼
印
大
豆
千
俵

直
は
三
斗
二
付
正
金
弐
拾
四
匁
九
分

代
金内
正
金
三
百
拾
壱
両
壱
歩
右
代
金
之
内
受
取
、
残
金
蔵
敷
引
替

請
取
定
、
引
配
当
廿
日
迄
勝
手
之
定

右
之
通
り
売
極
仕
候
所
実
正
二
御
座
候
、
為
念
売
極
書
伯
而
如
件

元
治
弐
年

丑
二
月
四
日
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賠
屋
俄
三
郎
殿
（
加
賀
商
人
）

宿
杉
山
藤
兵
衛
殿
（
土
崎
湊
問
屋
）

中
立
東
太
郎
殿

弥
助
殿

安
消
様
方
廿
四
匁
九
分
之
所
廿
五
匁
替
当
月
限
無
利
足
申
遣
候
、
船
方
廿
四

(16) 

匁
九
分
之
所
、
内
壱
分
仲
間
江
逍
候
約
定
、
引
残
廿
四
匁
八
分
正
直
段

右
に
よ
れ
ば
、
先
の
移
入
取
引
の
場
合
と
同
様
、
小
宿
松
本
は
売
人

で
は
な
く
仲
介
者
で
あ
る
。
小
宿
は
売
人
側
の
「
宿
」
で
、
問
屋
は
船

手
側
の
「
宿
」
と
さ
れ
て
い
る
。
「
極
書
帳
」
所
収
の
極
書
を
み
る
と
、

同
様
に
小
宿
を
領
内
商
人
の
「
宿
」
、
問
屋
を
船
手
の
「
宿
」
と
す
る

極
書
が
多
い
。
問
屋
と
小
宿
の
差
は
、
一
っ
に
は
船
手
の
窓
口
と
な
る

か
、
領
内
商
人
の
窓
口
と
な
る
か
と
い
う
違
い
に
あ
っ
た
。

次
い
で
、
集
荷
の
過
程
に
目
を
む
け
て
み
よ
う
。
右
の
二
月
四

8
付

売
極
書
に
み
え
る
大
豆
一

0
0
0俵
は
、
差
引
帳
に
よ
れ
ば
三
月
十
八

日
に
問
屋
へ
引
き
渡
さ
れ
、
四
月
十
一
日
に
安
藤
へ
の
支
払
額
が
確
定

し
記
帳
さ
れ
た
。
こ
の
取
引
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
前
年
末
に
交
渉
が

始
ま
っ
て
お
り
、
次
の
ご
と
く
十
一
月
に
売
極
書
が
作
成
さ
れ
て
い
る
。

一
、
大
豆
千
八
百
俵

宿

松
本
与
右
衛
門
（
小
宿
）

為
指
金
受
取

直
弐
拾
四
匁
九
分

代
銀
四
拾
四
貰
八
百
弐
拾
匁

此
金
六
百
八
拾
九
両
内
正
金
三
百
両

残
金
ー
—

引
配
来
丑
三
月
十
日
限
、
元
利
蔵
前
受
取
之
上
渡
、
尤
代
金

升
立
之
上
過
不
差
引
之
定

右
之
通
売
極
仕
候
処
実
正

元
治
元
年
子
十
一
月
廿
日

こ
れ
は
日
記
中
の
写
し
で
あ
る
た
め
「
I
」
の
ご
と
く
略
記
し
た
箇

所
が
あ
る
。
宛
所
の
「
か
、
東
」
は
先
の
極
書
に
も
登
場
す
る
中
立

（
中
買
と
も
記
さ
れ
る
）
の
加
賀
屋
東
十
郎
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と

十
一
月
二
十
日
の
時
点
で
は
一

0
0
0俵
で
は
な
く
一
八

0
0俵
の
売

却
を
予
定
し
て
い
た
。
そ
の
三
日
後
、
十
一
月
二
十
三
日
、
松
本
は
賠

屋
俄
三
郎
に
書
状
を
送
り
、
加
賀
屋
東
太
郎
を
通
し
て
賠
屋
か
ら
相
談

の
あ
っ
た
小
豆
の
件
に
つ
き
、
仙
北
に
松
本
が
遣
わ
し
た
飛
脚
が
帰
還

し
た
と
こ
ろ
、
仙
北
で
は
預
札
の
相
場
が
乱
れ
、
荷
を
揃
え
る
相
談
が

で
き
な
い
状
態
で
、
買
い
時
を
見
計
ら
っ
て
買
極
を
す
る
と
伝
え
て
い

賠
屋
儀
三
郎
様

杉
山
藤
兵
衛
様

中

か

、

東

殿

安
藤
消
吉

松
本
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表9 安藤清吉との取引 4/15まで

記吸日 金額（両） 摘要

子11/4 400.00 貸付明春穀物2000俵積下し約定
25.00 同上利息

子ll/7 4.00 内金
子10 0.09 味噌5樽造り只
子11/24 5.00 大豆533俵迎校 勇吉・甚蔵船へ
子11/1 1.50 ,， 150俵運賃清治船へ
子11/29 1.00 ~ 108俵運賃甚助船へ
子12/1 2.00 ~ 209俵運竹佐五右衛門船へ
子12/10 0.31 飛脚賃立替
丑2/29 0.37 塩荷造り賃立替
2/25 0.50 ［イゲク］白米100俵運技万五郎・甚八船へ
3/2 0.25 ［イゲク］白米50俵運賃 魚吉船へ
3/3 0.25 ［イゲク］白米50俵運賃 佐五右衛門船へ
3/3 0.17 飛脚代
3/10 3.00 赤星米650俵遥賃 甚之助・万五郎・消治・米蔵・冨吉船へ
3/10 70.00 (7ンドウ］大豆1000俵手付
3/16-17 1.00 ［イゲタ］白米200俵運賃各船へ
3/20 2.00 赤星米100俵運買甚八船へ
4/3 40.00 直に御渡し
4/3 入 100.00 受取
4/11 11.00 赤星米1000俵蔵敷
4/11 入 398.06 ［イゲタ］焼印白米1000俵引取
4/11 入 364.97 (7ンドウ］焼印大豆1000俵引取
4/15 67.50 三浦喜右衛門様から振合

典拠：「仙北差引帳」のうち「安藤消吉」の項

(18) 
る
。
こ
れ
は
小
豆
で
あ
っ
て
大
豆
で
は
な
い
が
、
十
一
月
段
階
で
賠
屋

の
意
を
受
け
て
、
中
立
加
賀
屋
や
小
宿
松
本
が
仙
北
で
の
集
荷
に
む
け

て
動
い
て
い
た
。

賠
屋
は
差
引
帳
に
よ
れ
ば
、
湊
で
穀
物
を
買
い
木
綿
衣
料
を
売
る
加

賀
商
人
で
、
元
治
元
年
十
二
月
、
小
宿
松
本
に
三

0
0
両
を
貸
し
た
記

述
が
あ
る
。
右
の
売
極
書
を
み
る
と
、
十
一
月
末
の
時
点
で
三

0
0
両

の
内
金
を
出
す
こ
と
が
決
ま
っ
て
お
り
、
そ
れ
は
翌
春
の
積
荷
を
確
保

す
る
た
め
の
資
金
供
与
で
あ
っ
た
。
な
お
、
こ
の
三

0
0
両
は
売
極
書

の
文
面
を
み
る
と
安
藤
が
受
け
取
っ
た
か
の
よ
う
に
み
え
る
が
、
差
引

帳
に
よ
る
と
松
本
が
受
け
取
っ
た
ま
ま
、
翌
春
、
賠
屋
む
け
の
大
豆
引

渡
と
相
殺
し
て
決
済
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
と
は
別
に
十
一
月

四
日
の
時
点
で
、
松
本
は
安
藤
に
四

0
0
両
を
穀
物
川
下
げ
の
予
約
金

と
し
て
貸
し
て
い
る
（
表
9
)
。
四

0
0
両
の
原
資
は
「
船
手
差
引
帳
」

に
よ
れ
ば
加
賀
の
熊
田
屋
が
松
本
に
貸
し
た
金
銭
で
あ
る
。
つ
ま
り
松

本
は
熊
田
屋
か
ら
借
り
た
金
銭
を
安
藤
に
貸
す
一
方
、
賠
屋
が
安
藤
と

の
予
約
金
と
し
て
供
し
た
金
銭
は
自
身
の
手
元
に
残
し
た
。
こ
う
し
た

資
金
の
や
り
錬
り
は
松
本
自
身
の
判
断
で
行
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
売
極
書
に
よ
れ
ば
、
前
年
末
の
段
階
で
安
藤
と
船
手

賠
屋
は
暫
定
的
に
売
買
を
約
し
て
い
る
が
、
実
際
に
は
賠
屋
の
意
を
受

け
た
小
宿
が
、
そ
れ
に
先
だ
っ
て
予
約
金
を
安
藤
に
渡
し
、
ま
た
現
地

の
相
場
情
報
を
押
さ
え
、
そ
の
情
報
を
賠
屋
へ
知
ら
せ
る
な
ど
、
独
自

の
判
断
を
交
え
つ
つ
集
荷
を
図
っ
て
い
る
。
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次
に
、
移
出
す
る
領
内
商
人
と
の
決
済
が
ど
の
よ
う
に
進
め
ら
れ
た

か
を
み
る
。

表
9
は
、
穀
物
類
の
大
口
取
引
先
で
あ
る
大
曲
の
商
人
、
安
藤
消
吉

と
の
四
月
中
旬
ま
で
の
取
引
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

前
年
末
時
点
で
松
本
は
安
藤
に
四
0
0
両
を
貸
し
、
翌
春
の
穀
物
出
荷

の
約
束
を
取
り
付
け
た
。
そ
し
て
十
一
月
一
日
か
ら
十
二
月
一
日
ま
で

に
大
豆
一

0
0
0俵
が
川
下
げ
さ
れ
土
崎
湊
へ
到
着
し
て
い
る
。
そ
の

つ
ど
松
本
は
運
賃
を
立
て
替
え
て
払
い
、
そ
の
金
額
は
後
に
差
引
決
済

さ
れ
る
。
そ
の
他
、
松
本
は
安
藤
に
対
し
、
荷
造
り
賃
、
飛
脚
代
な
ど

を
立
て
替
え
て
お
り
、
こ
う
し
た
代
行
業
務
も
小
宿
の
役
割
の
ー
つ
で

あ
っ
た
。
な
お
、
赤
星
米
一

0
0
0
俵
の
蔵
敷
（
四
月
十
一
日
付
）
は

松
本
の
所
有
す
る
蔵
の
蔵
敷
で
あ
る
こ
と
が
「
両
蔵
穀
出
帳
」
で
確
認

で
き
、
差
引
勘
定
を
す
る
形
式
上
、
出
金
と
し
て
い
る
が
、
松
本
の
収

益
と
な
る
。

こ
の
よ
う
に
、
穀
物
移
出
の
過
程
を
み
る
と
、
小
宿
は
船
手
に
対
し

て
穀
物
集
荷
を
取
り
計
ら
い
、
領
内
商
人
に
対
し
て
金
銭
を
貸
し
て
出

荷
を
促
し
、
輸
送
・
梱
包
経
費
を
立
て
替
え
る
な
ど
、
移
出
入
の
実
現

に
必
要
と
な
る
も
ろ
も
ろ
の
業
務
を
行
っ
て
い
た
。

表
10
は
元
治
元
年
と
慶
応
元
年
の
二
年
間
、
小
宿
松
本
が
雄
物
川
流

域
の
商
人
へ
貸
し
付
け
た
金
銭
の
一
覧
で
あ
る
。
お
お
む
ね
七
月
以

降
、
翌
春
の
移
出
品
を
確
保
す
る
た
め
積
極
的
に
前
貸
金
を
供
し
て
い

る
。
次
の
史
料
は
前
貸
に
あ
た
り
領
内
商
人
と
交
わ
し
た
借
用
金
証
文

で
、
来
春
の
積
下
げ
米
で
返
済
す
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
前
貸

金
は
前
述
の
よ
う
に
船
手
か
ら
提
供
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
そ
れ

は
そ
れ
と
し
て
小
宿
が
自
身
の
名
を
も
っ
て
集
荷
の
交
渉
に
あ
た
っ
て

ヽ
こ
。
"
t
 

表10 仙北商人への貸金 元治元年～慶応元年

貸付先 貸付日 金額（両） 貸付条件

三捕喜右衡門 元治元717 70 明春米積下

本郷吉右衛門 1/9 300,, 

小野地半七 10/7 100 " 

安藤惰吉 11/4 400 明春穀物2000俵積下

小西多郎右衛門 11/4 100 明春米積下

冨樫伝右衛門 1/11 300 明春1500俵積下

小西理兵衛 12/12 70明春米300俵積下

最上久右術門 艇応元8/3 100 明春米積下

栗林礼蔵 8/4 5,., 

裔安亥兵衛 8/7 100 米積下

甜安亥兵衛 9/6 l()() 10月または明春米積下

安藤消吉 9/7 450 明春米積下

伊藤消左術門 11/3 300 明春玄米1000俵積下

岡田市三郎 11/16 100 明春米積下

小西多郎右衛門 11/24 100，' 

小西彦四郎 12/12 150 来年4月限米積下

佐野吉左衛門 12/13 44来年3月玄米100俵積下

伊藤九左衛門 12/21 100 来年7月20日限米積下

典拠：「仙北差引帳」
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覚

一
、
正
金
壱
百
両
也
当
月
よ
り
利
足
付

来
寅
三
月
切
返
済
之
定

右
之
通
要
用
二
付
此
度
借
用
仕
候
処
実
正
二
御
座
候
、
返
済
之
俄
、
来

春
梢
下
米
ヲ
以
元
利
無
間
違
御
返
済
可
仕
候
、
為
後
日
之
借
用
一
札
如

件
慶
応
元
年

丑
十
一
月

(19) 

松
本
与
右
衛
門
殿

（
二
）
手
数
料

移
入
・
移
出
い
ず
れ
の
場
合
も
、
小
宿
が
買
人
に
引
き
渡
す
と
き
の

値
段
は
、
小
宿
が
売
手
側
か
ら
引
き
取
る
と
き
の
値
段
よ
り
多
大
で

あ
る
。
こ
の
差
額
は
仲
介
手
数
料
と
み
な
さ
れ
る
。
慶
応
元
年
の
取

引
で
は
、
そ
の
金
額
は
穀
物
で
は
引
取
値
の
ニ
ー
四
％
程
度
で
平
均

三
・
八
％
、
衣
料
で
は
ニ
ー
五
％
程
度
で
平
均
二
•
四
％
で
あ
る
。
塵
応

元
年
の
手
数
科
の
合
計
は
、
確
認
で
き
る
範
囲
で
は
、
衣
料
取
引
で

三
0
五
両
、
穀
物
取
引
で
一
七
四
両
、
計
四
七
九
両
で
あ
る
。
こ
れ
が

取
引
の
仲
介
そ
れ
自
体
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
収
入
で
あ
る
が
、
差
引
帳

に
は
、
取
引
に
応
じ
て
納
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
役
銀
が
記
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
―
つ
は
「
御
役
銀
上
納
」
で
、
松
本
は
年
間
一
七
二
両
を
支

出
し
て
い
る
。
他
に
小
宿
会
所
へ
の
「
歩
一
銀
」
を
六
二
両
支
出
し
、

岡
田市
三
郎
（
印
）

五
貸
金
と
小
宿
の
金
融
機
能

四
一
両
が
割
り
戻
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
差
し
引
く
と
二
八
七
両
ほ
ど

が
手
元
に
残
る
。
な
お
、
前
者
が
出
入
役
銀
と
呼
ば
れ
る
移
出
入
税
と

同
じ
も
の
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。

手
数
料
は
ど
の
よ
う
に
算
出
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
穀
物
取
引
に

お
い
て
は
、
単
価
（
三
斗
当
た
り
の
値
段
）
に
差
を
付
け
る
こ
と
で
引

取
値
・
引
渡
値
の
差
額
が
生
じ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
た
だ
し
、
単
価

は
同
額
で
も
総
額
が
異
な
る
場
合
も
あ
り
、
そ
の
理
由
は
不
明
で
あ
る
。

衣
料
品
の
場
合
、
引
取
値
と
引
渡
値
を
く
ら
べ
る
と
、
①
引
取
値
に
お

い
て
商
品
価
格
が
多
め
に
割
引
さ
れ
、
か
つ
口
銭
（
商
品
代
金
の
一
―
-
•

五
％
）
が
差
し
引
か
れ
て
い
る
場
合
と
、
②
割
引
率
は
同
率
だ
が
口
銭

を
多
め
に
差
し
引
い
て
い
る
場
合
と
が
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
差
額
が

生
じ
て
い
る
。
こ
の
場
合
分
け
が
ど
の
よ
う
な
名
目
で
行
わ
れ
る
か
、

今
の
と
こ
ろ
判
然
と
し
な
い
。
個
々
の
取
引
に
つ
い
て
の
詳
し
い
仕
切

書
等
が
残
存
し
て
い
な
い
た
め
、
討
究
が
難
し
い
。

小
宿
松
本
が
売
買
仲
介
に
よ
っ
て
得
る
手
数
料
が
、
衣
料
・
穀
物
で

五
0
0
両
程
度
で
あ
る
の
に
対
し
、
貸
金
の
規
模
は
表
1
に
掲
げ
た
よ

う
に
年
間
一
万
三
ニ
ー
七
両
で
、
そ
の
利
子
が
九
五
四
両
、
引
渡
商
品

の
代
金
利
子
が
二
三
三
両
に
の
ぼ
る
。
金
額
的
に
み
れ
ば
利
子
収
入
が

収
益
の
な
か
で
最
大
の
比
重
を
占
め
て
い
た
。
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貸
金
の
約
二
割
は
穀
物
を
移
出
す
る
商
人
へ
の
前
貸
金
に
充
て
ら
れ

て
い
る
。
そ
れ
は
松
本
へ
の
穀
物
引
渡
で
精
算
す
る
こ
と
が
多
く
、
時

に
は
現
金
で
返
済
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

穀
物
商
人
以
外
で
は
、
松
本
を
介
し
て
衣
料
を
移
入
す
る
商
人
が
、

木
綿
類
を
引
当
に
松
本
か
ら
借
金
す
る
こ
と
が
多
い
。
た
と
え
ば
斎
藤

表 11 松本の主な貸付先

貸付先 問 貸付条件 松取本引との
商品

安藤消吉 2004 米積下他 衣料穀物

斎藤勘太郎 1297 木綿引当 衣料

佐々木弥左衛門 1003 衣料

石崎倉吉 890 木綿引当 衣料

江畑新左衛門 740 米

能登屋松五郎 560 木綿引当 衣料

武田六兵衛 528 鉄引当 鉄

真鍋和助 500 米引当 なし

小西彦四郎 405 米積下 穀物

小西多郎右衛門 400 米積下 穀物衣料

金子消四郎 400 木綿・鉄引当 塩

最上久右衛門 350 米前貸 穀物衣料塩

播磨屋六右衛門 330 米引当

三浦卯三郎 315 木綿引当 衣料

大仲屋由右衛門 300 鉄

冨樫伝右衛門 300 米積下 なし
本郷吉右衛門 300 米積下 なし

伊藤消左衛門 300 米積下 なし

斎藤勘太郎•本屋栄治 300 木綿引当 衣料

三浦長右衛門 250 木綿引当 なし

典拠：各差引帳

(21) 

勘
太
郎
は
土
崎
の
呉
服
・
太
物
商
で
、
松
本
を
介
し
て
衣
料
品
二

0
両

を
買
う
一
方
、
衣
料
を
引
当
と
し
て
松
本
か
ら
―
二
九
七
両
を
借
り
て

い
る
。表
11
の
よ
う
に
、
松
本
の
大
口
の
貸
金
は
移
出
入
取
引
の
あ
る
穀
物

商
、
衣
料
商
に
対
し
て
行
わ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
松
本
の
貸
金

は
基
本
的
に
移
出
入
仲
介
業
の
延
長
線
上
に
あ
り
、
取
引
先
へ
の
資
金

供
与
と
し
て
発
展
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
小
宿
が
移
出
入
商
人
に

資
金
を
供
し
、
ま
た
延
べ
払
い
に
対
応
し
て
決
済
を
代
行
す
る
こ
と

は
、
湊
で
行
わ
れ
る
移
出
入
取
引
に
信
用
を
与
え
、
安
定
さ
せ
る
意
味

を
持
っ
た
で
あ
ろ
う
。

（
一
）
自
分
荷
物
の
取
引

移
出
入
商
品
に
対
し
て
小
宿
は
そ
の
売
買
を
仲
介
す
る
の
み
で
あ
る

が
、
荷
物
を
自
己
の
在
庫
と
し
販
売
す
る
こ
と
も
無
か
っ
た
わ
け
で
は

な
い
。
差
引
帳
に
「
引
受
品
出
入
」
の
項
が
あ
り
、
一
六

0
0
両
余
の

商
品
を
自
分
荷
物
と
し
て
購
入
し
て
い
る
。
う
ち
一

0
八
0
両
は
鉄
類

で
あ
る
。
そ
の
中
に
は
前
年
か
ら
の
在
庫
も
含
ま
れ
て
い
る
。
鉄
類
は

少
額
ず
つ
多
数
回
に
わ
た
っ
て
領
内
商
人
に
分
売
さ
れ
て
お
り
、
小
口

で
分
売
す
る
た
め
一
旦
松
本
の
在
庫
と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
次
い
で

三
八
七
両
に
及
ぶ
木
綿
類
の
在
庫
が
あ
る
。
う
ち
二
五

0
両
は
前
年
か

六

そ
の
他
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ら
の
在
庫
で
あ
る
。
舶
載
の
木
綿
の
購
入
を
予
定
し
て
い
た
商
人
が
代

金
を
用
意
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
松
本
が
購
入
し
た
例
も
あ
る
。
ま
た
、

五
八
両
の
大
豆
・
小
豆
を
購
入
し
て
お
り
、
こ
れ
は
問
屋
へ
引
き
渡
す

荷
数
を
揃
え
る
た
め
の
購
入
で
あ
る
。
と
も
あ
れ
、
船
手
の
荷
物
を
松

本
が
買
う
の
は
、
鉄
類
の
よ
う
に
小
口
で
の
分
売
が
必
要
で
あ
る
か
、

集
荷
や
売
り
捌
き
の
都
合
に
よ
る
便
宜
的
な
処
置
で
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。

（
二
）
蔵
宿

松
本
家
は
蔵
宿
を
兼
営
し
て
い
た
。
「
蔵
宿
寄
合
」
が
穀
保
町
地
蔵

(22) 

院
で
開
か
れ
た
と
い
う
日
記
の
記
事
の
な
か
に
、
寄
合
開
催
を
知
ら
せ

る
廻
文
が
あ
り
、
そ
の
差
出
人
は
越
前
屋
弥
兵
衛
、
須
摩
屋
彦
十
郎
で
、

宛
名
は
石
野
屋
（
勘
助
・
小
宿
）
、
播
磨
屋
（
六
兵
衛
か
）
、
長
谷
川
（
伝

吉
か
）
、
三
熊
（
三
浦
熊
吉
か
）
、
黒
丸
（
喜
惣
兵
衛
）
、
佐
兵
、
根
孫
（
小

宿
・
根
布
屋
孫
十
郎
）
、
岩
喜
（
岩
城
喜
兵
衛
・
小
宿
）
、
真
鍋
、
松
本
（
与

右
衛
門
・
小
宿
）
、
金
子
、
貝
新
（
貝
田
新
五
郎
）
、
加
々
久
（
加
々
屋

久
助
か
）
で
あ
り
、
彼
ら
は
蔵
宿
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
人
数
は

差
出
人
と
宛
名
を
あ
わ
せ
一
五
名
と
な
る
が
、
安
政
元
年
(
-
八
五
四
）

の
「
万
用
大
宝
恵
」
は
蔵
宿
株
が
一
五
あ
っ
た
と
し
て
お
り
、
こ
れ
と

一
致
す
る
。
う
ち
小
宿
兼
営
者
が
少
な
く
と
も
四
名
お
り
、
松
本
も
そ

の
一
人
で
あ
る
。
同
じ
く
「
万
用
大
宝
恵
」
に
、
次
の
よ
う
に
松
本
が

土
蔵
を
購
入
し
た
記
事
が
み
え
る
。

穀
保
町
土
蔵
屋
敷
売
渡
願
書
写

乍
恐
以
書
附
奉
願
上
候

杉
山
屋
七
蔵
所
持
之
石
保
丁
五
郎
八
蔵
屋
敷
・
家
共
悉
皆
代
金
弐

百
五
拾
両
二
而
永
覚
町
松
本
や
与
右
衛
門
へ
永
代
売
渡
申
度
、
五
郎

八
事
直
々
蔵
守
致
差
置
度
段
共
願
申
出
、
町
内
組
内
相
談
仕
候
処
、

双
方
落
合
御
座
候
、
尤
願
済
之
上
ハ
歩
一
金
弐
拾
五
両
也
買
人
与
右

衛
門
よ
り
上
納
可
仕
候
間
、
乍
恐
御
障
無
御
座
候
ハ
、
願
之
通
被
仰

付
被
下
置
度
奉
願
上
候

右
之
趣
宜
敷
被
仰
上
被
下
置
度
奉
願
上
候
、
以
上

売
人
杉
山
屋
七
蔵

買
人
松
本
屋
与
右
衛
門

組
頭
杉
山
屋
七
蔵
蔵
守
五
郎
八

組
内
田
牧
平
助
蔵
守
竹
松

同
加
々
屋
冨
太
郎
蔵
守
四
郎
兵
衛

同
麻
木
松
太
郎
蔵
守
伊
惣
治

同

田

牧

平

助

蔵

守

消

五

郎

町
代
小
田
屋
佐
兵
衛

寅
九
月

右
は
双
方
よ
り
判
取
、
穀
保

T
町
代
へ
出
、
夫
よ
り
駅
場
処
へ
差
出
、

則
久
保
田
御
町
処
へ
御
仕
送
相
成
、
願
之
通
被
仰
付
た
る
も
の
也
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穀
保
町
蔵
守
屋
敷

甚
太
郎

IIII 

五
郎
兵
衛

庄
八
伝
兵
衛

小
助
与
兵
衛

根
布
屋

伝
兵
衛

七
兵
衛

杢
右
衛
門

重
兵
衛

久
右
衛
門

作
十
郎

新
五
郎

五
郎
八

清
八
四
郎
兵
衛

伊
惣
治

惣
蔵
合
三
十

東側人家 右
同
断

五
兵
衛

長
谷
川

す
な
わ
ち
松
本
は
問
屋
杉
山
所
有
の
土
蔵
を
二
五

0
両
で
購
入
し
、
こ

の
蔵
に
は
五
郎
八
と
い
う
蔵
守
が
い
た
。

松
本
家
資
料
の
「
両
蔵
穀
出
帳
」
に
、
「
五
郎
八
蔵
」
「
伊
兵
衛
蔵
」

か
ら
の
出
庫
の
記
録
が
あ
り
、
先
に
み
た
松
本
の
仲
介
し
た
移
出
穀
物

の
ほ
か
、
荷
主
か
ら
預
か
り
荷
主
に
出
庫
し
た
荷
物
、
つ
ま
り
松
本
の

仲
介
を
受
け
な
い
荷
物
も
保
管
さ
れ
て
い
た
。
品
目
は
米
・
大
豆
・
荏
(24) 

粕
な
ど
で
、
も
っ
ば
ら
湊
へ
川
下
げ
さ
れ
た
荷
物
を
保
管
し
て
い
た
。

先
に
み
た
貸
金
の
担
保
と
し
て
の
木
綿
は
保
管
さ
れ
て
い
な
い
。

こ
の
二
つ
の
蔵
は
「
万
用
大
宝
恵
」
の
次
の
記
事
に
も
み
え
る
。

右
の
配
列
は
蔵
の
位
置
関
係
を
示
し
、

11

は
道
路
を
示
す
と
思
わ
れ

る
。
土
崎
湊
穀
保
町
に
三

0
棟
強
の
蔵
が
あ
り
、
そ
こ
に
五
郎
八
蔵
・

伊
兵
衛
蔵
も
あ
っ
た
。
松
本
家
の
「
万

H
記
」
の
慶
応
元
年
一
月
二
日

条
に
「
新
町
両
蔵
開
き
」
と
あ
る
の
は
そ
の
二
つ
の
蔵
で
あ
ろ
う
。
新

町
と
は
穀
保
町
の
別
称
で
あ
る
。
両
蔵
の
蔵
敷
収
入
は
、
差
引
帳
で
は

「
蔵
敷
・
諸
掛
」
な
ど
と
包
括
的
に
記
さ
れ
、
か
つ
蔵
の
名
称
が
記
さ

れ
て
い
な
い
た
め
、
明
ら
か
に
す
る
の
が
難
し
い
。

（
三
）
導
船

松
本
家
は
琳
船
株
を
所
有
し
て
い
た
。
導
船
は
港
内
輸
送
に
従
事
す

る
絆
の
こ
と
で
、
「
土
崎
港
町
史
』
に
は
、
穀
保
町
の
米
蔵
か
ら
、
取

(25) 

引
が
決
ま
っ
た
米
を
廻
船
ま
で
運
ぶ
と
記
さ
れ
て
い
る
。
傍
証
を
あ
げ

れ
ば
、
土
崎
湊
の
港
湾
諸
業
者
に
関
す
る
規
定
を
収
録
し
た
「
御
用
記

先
例
書
」
で
は
、
書
き
出
し
に
「
導
舟
主
へ
」
と
あ
る
規
定
の
な
か
で
、

長
四
郎

六
兵
衛

勘
四
郎

弥
右
衛
門

伊
兵
衛

万
右
衛
門

llll 

吉

右

衛

門

石

野

屋

横

蔵

御

旅

所

右

同

断

荒

畑

地

消
五
郎

須

磨

彦

重

三

郎

三
郎
兵
衛
三
右
衛
門
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元
舟
（
廻
船
）
へ
荷
を
積
ん
だ
ら
引
き
取
る
こ
と
、
積
入
・
出
帆
時
に

（
お
）

元
舟
へ
乗
り
込
み
酒
食
を
請
わ
な
い
こ
と
を
令
し
た
記
事
が
あ
る
。
文

政
年
間
の
尊
船
方
の
書
上
に
よ
る
と
、
「
導
舟
賃
」
に
四
種
が
あ
り
、
「
沖

瀬
取
御
米
」
は
一
俵
に
つ
き
―
一
文
、
「
同
（
沖
瀬
取
）
売
米
」
は
同

一
四
文
、
「
川
内
御
米
」
は
同
五
文
、
「
川
内
売
米
」
は
同
一
ー
文
で
、

賃
銭
は
所
定
の
割
合
に
よ
り
船
持
と
船
頭
・
水
主
で
分
け
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
、
ま
た
「
出
帆
之
節
郡
舟
江
米
積
入
、
本
舟
沖
へ
出
候
而

も
風
波
荒
相
成
、
導
舟
沖
江
出
兼
候
節
、
於
問
屋
川
崎
舟
二
而
積
入
申

度
時
ハ
、
賃
銭
双
方
江
請
取
来
候
」
と
、
米
を
積
ん
だ
導
船
が
風
波
に

よ
り
河
口
外
へ
出
ら
れ
な
い
場
合
、
問
屋
が
川
崎
船
を
用
い
て
廻
船
へ

（
力
）

積
み
入
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
郡
船
と
川
崎
船
の
す
み
分
け
に
つ
い
て

は
時
期
に
よ
り
差
が
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
明
治
二
十
年
に
は
「
川
内
甜

(28) 

船
賃
」
が
六
厘
五
毛
、
「
沖
掛
り
元
舟
工
直
届
」
は
一
銭
で
、
導
船
が

河
口
の
内
外
で
絆
と
し
て
運
行
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

甜
船
に
よ
る
松
本
の
収
益
は
い
か
ほ
ど
で
あ
っ
た
か
。
差
引
帳
の
「
郡

船
方
割
渡
」
と
い
う
項
目
に
収
入
額
が
記
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
五

月
六
日
に
六
両
、
六
月
十
三
日
に
四
両
、
七
月
十
一
日
に
六
両
、
九
月

六
日
に
六
両
、
同
日
に
三
両
三
歩
三
朱
、
十
一
月
十
九
日
に
三
七
両
一

朱
、
合
わ
せ
て
六
三
両
余
を
得
て
い
る
。
松
本
家
の
帳
節
に
は
、
尊
船

が
何
を
運
び
い
く
ら
賃
銭
を
得
た
か
と
い
う
個
別
の
記
事
は
な
く
、
船

持
と
し
て
賃
銭
の
分
配
金
を
受
け
取
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
四
）
亀
田
藩
土
崎
回
漕
米
蔵
元

松
本
は
安
政
四
年
(
-
八
五
七
）
十
月
、
亀
田
藩
の
依
頼
に
よ
り

「
土
崎
湊
下
ゲ
米
蔵
元
」
に
就
任
し
た
。
そ
の
役
割
は
、
松
本
が
毎
年

夏
に
二
五

0
両
を
先
納
金
と
し
て
亀
田
藩
に
渡
し
、
冬
か
ら
春
に
か
け

て
亀
田
藩
が
土
崎
湊
へ
送
る
藩
米
で
元
利
を
精
算
す
る
と
い
う
も
の
で

(29) 

あ
る
。
松
本
と
一
緒
に
、
仲
買
商
で
あ
る
加
賀
屋
東
十
郎
が
「
取
扱
方
」

を
委
託
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
業
務
を
通
じ
、
松
本
は
若
干
の
蔵
敷
収
入
を
得
て
い
る
が
、
米

の
売
却
で
ど
れ
ほ
ど
の
利
益
が
あ
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
亀
田
藩

の
目
的
は
松
本
か
ら
の
資
金
融
通
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ

ち
、
先
納
金
の
他
に
松
本
は
、
安
政
六
年
(
-
八
五
九
）
五
月
に
は
来

春
湊
下
げ
米
を
引
当
に
八

0
0
両
、
八
月
に
は
当
秋
下
げ
米
を
引
当
に

二
0
0
両
、
万
延
元
年
(
-
八
六

0
)
四
月
に
は
定
例
の
二
五

0
両、

当
秋
下
げ
米
を
引
当
に
一
三

0
両
、
同
年
八
月
に
は
勝
手
向
き
要
用
の

た
め
二

0
0
両
を
貸
し
付
け
て
い
る
。
松
本
に
と
っ
て
調
達
金
の
増
大

は
望
ま
し
く
な
か
っ
た
よ
う
で
、
の
ち
に
は
先
納
金
以
外
の
調
達
金
は

断
る
よ
う
に
な
っ
た
。
の
ち
、
文
久
三
年
(
-
八
六
三
）
か
ら
、
土
崎

の
小
宿
・
岩
城
喜
兵
衛
が
新
た
に
蔵
元
に
加
わ
っ
た
。
そ
の
業
務
は
松

本
と
同
様
で
あ
る
。
松
本
は
殿
応
元
年
に
も
二
五

0
両
の
先
納
金
を
納

め
て
い
る
こ
と
が
差
引
帳
か
ら
分
か
る
。
こ
の
よ
う
に
、
小
宿
松
本
の

米
穀
販
売
能
力
や
資
金
力
は
、
隣
藩
か
ら
資
金
融
通
を
期
待
さ
れ
る
程

の
も
の
で
あ
っ
た
。
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最
後
に
、
小
宿
の
業
態
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
て
み
た
い
。

小
宿
と
称
す
る
業
者
は
各
地
の
湊
に
あ
っ
た
。
箱
館
の
小
宿
は
問
屋

と
同
様
に
荷
物
の
取
引
に
携
わ
っ
た
が
、
取
引
量
は
問
屋
と
小
宿
で
七

対
三
と
制
限
さ
れ
、
小
宿
は
廻
船
の
支
援
・
管
理
に
従
事
し
な
い
と
い

(30) 

う
差
が
あ
っ
た
。
新
潟
で
は
大
問
屋
が
遠
隔
地
を
結
ぶ
廻
船
、
小
問
屋

が
庄
内
・
上
越
な
ど
近
在
の
廻
船
を
扱
い
、
小
宿
は
大
問
屋
の
た
め
に

売
買
を
仲
介
し
水
主
の
宿
と
な
っ
た
。
敦
賀
で
は
廻
船
を
扱
う
売
問
屋

と
、
売
問
屋
か
ら
荷
物
を
買
っ
て
売
り
さ
ば
く
買
問
屋
が
あ
り
、
小
宿

(31) 

は
も
っ
ぱ
ら
水
主
の
宿
で
あ
っ
た
と
い
う
。
名
称
は
同
じ
小
宿
で
あ
っ

て
も
業
態
は
一
様
で
は
な
く
、
個
別
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

土
崎
湊
の
小
宿
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
と
言
え
ば
、
暮
末
期
の
松
本
家

の
経
営
史
料
に
よ
れ
ば
、
湊
を
通
じ
た
移
出
入
取
引
を
仲
介
し
手
数
料

収
入
を
得
る
こ
と
が
基
本
的
な
業
務
で
、
そ
の
ほ
か
決
済
の
代
行
、
移

出
入
商
人
へ
の
資
金
供
与
、
注
文
の
取
次
、
集
荷
の
支
援
、
輸
送
取
次

な
ど
、
移
出
入
取
引
に
随
伴
す
る
各
種
業
務
に
携
わ
っ
て
い
た
。
貨
物

の
中
継
・
分
散
を
担
い
、
金
融
機
能
を
有
す
る
点
で
、
小
宿
の
業
務
は

問
屋
の
そ
れ
に
類
似
す
る
も
の
だ
っ
た
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
問
屋

と
の
関
係
は
相
互
補
完
的
で
あ
り
、
問
屋
は
船
手
の
窓
口
と
な
り
小
宿

は
領
内
商
人
の
窓
口
と
な
る
点
で
、
問
屋
と
異
な
っ
て
い
た
。
も
っ
と

六

小
宿
の
業
態

も
、
問
屋
と
の
差
異
に
つ
い
て
は
船
手
と
の
決
済
や
口
銭
・
役
銀
の
処

理
な
ど
、
問
屋
側
の
史
料
に
依
拠
し
て
別
途
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

領
内
の
移
出
入
商
人
に
と
っ
て
、
小
宿
は
船
手
・
問
屋
と
の
折
衝
や

決
済
を
代
行
し
、
延
べ
払
い
を
受
け
容
れ
、
資
金
供
与
も
期
待
で
き
る

存
在
で
あ
り
、
そ
こ
に
小
宿
が
必
要
と
さ
れ
る
理
由
が
あ
っ
た
と
思
わ

れ
る
。
一
方
、
冒
頭
の
史
料
で
み
た
よ
う
に
、
船
手
・
問
屋
と
の
直
接

交
渉
を
望
む
商
人
も
あ
っ
た
。
小
宿
の
仲
介
や
資
金
力
を
、
不
要
も
し

く
は
障
害
と
み
る
商
人
は
存
在
し
た
は
ず
で
あ
り
、
土
崎
湊
に
お
け
る

移
出
入
取
引
の
す
べ
て
に
小
宿
が
関
わ
っ
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。

本
稿
は
艇
応
元
年
の
経
営
史
料
に
対
象
を
絞
り
、
小
宿
経
営
を
形
式

的
に
と
ら
え
る
こ
と
に
力
点
を
置
い
た
。
歴
史
的
な
変
遷
や
問
屋
と
あ

わ
せ
て
の
商
品
流
通
史
上
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
は
今
後
の
検
討
課
題

と
す
る
。

末
筆
な
が
ら
貴
重
な
史
料
を
ご
提
供
い
た
だ
い
た
松
本
圭
司
氏
に
謝

意
を
表
し
た
い
。

註
(
1
)
秋
田
県
立
博
物
館
所
蔵
松
本
家
資
料
A
1
8
「
万
用
大
宝
恵
」
。

(
2
)
「
榎
刻
東
講
商
人
鑑
」
（
無
明
舎
出
版
、
二

0
0
六
年
）
。

(
3
)
橋
本
五
郎
左
衛
門
「
八
丁
夜
話
」
文
政
十
一
年
三
月
十
五
日
条
、

「
第
二
期
新
秋
田
叢
書
」
一
（
歴
史
図
書
社
、
一
九
七
二
年
）
三
七
五
頁
。

(
4
)
今
村
義
孝
「
土
崎
湊
小
宿
文
書
に
つ
い
て
」
（
「
秋
大
史
学
」
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一
四
、
一
九
六
七
年
）
。

(
5
)
「
秋
田
県
史
」
―
―
-
（
秋
田
県
、
一
九
六
五
年
）
二
四
一
頁
。

(
6
)
松
本
家
資
料
A
2
「
万
日
記
」
。

(
7
)
松
本
家
賓
料
A
1
1
「
万
日
記
」
。

(
8
)
松
本
家
資
料
A
6
「
万
日
記
」
慶
応
元
年
六
月
。

(
9
)
中
西
聡
「
海
の
宮
豪
の
資
本
主
義
」
（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、

二
0
0九
年
）
二
四
一
頁
。

(10)
松
本
家
資
科
B
1
8
「
目
録
帳
」
。

(11)
史
料
中
の
「
永
弐
拾
弐
匁
四
厘
」
は
銀
目
立
て
の
金
額
を
正
金
に
換

算
し
た
と
き
生
ず
る
端
数
を
示
す
た
め
の
も
の
で
、
永
一

0
0
匁
II

金
一
両
で
あ
る
。

(12)
金
森
正
也
「
久
保
田
大
町
転
入
者
の
質
株
取
得
ー
館
蔵
賓
料
・
弘
化

1
1一
年
の
質
株
札
を
め
ぐ
っ
て
—
」
(
「
秋
田
県
立
博
物
館
研
究
報
告
」

一
八
、
一
九
九
九
三
年
）
三
五
頁
。

(13)
松
本
家
贅
料
A
1
8
「
万
用
大
宝
恵
」
。

(14)
以
下
し
ば
ら
く
松
本
家
資
料
A
6
「
万
日
記
」
に
よ
る
。

(15)
「
秋
田
市
史
」
―
―
-
（
秋
田
市
、
二

0
0
1
1
一
年
）
二
六
五
頁
。

(16)
松
本
家
贅
料
B
1
1
「
極
書
帳
」
。

(17)
松
本
家
資
料
A
6
「
万
日
記
」
。

(18)
松
本
家
資
料
A
6
「
万
日
記
」
元
治
元
年
十
一
月
二
十
ー
―

-
H条゚

(19)
松
本
家
汽
料
P
9
5
借
用
金
証
文
。

(20)
松
本
家
資
料
B
1
6
「
当
座
帳
」
、

B
1
8
「
目
録
帳
」
お
よ
び
差
引
誤

に
よ
る
。

(21)
「
覆
刻
東
講
商
人
鑑
」
（
無
明
舎
出
版
、
二

0
0
六
年
）
。

(22)
松
本
家
資
料
A
6
「
万
日
記
」
艇
応
元
年
三
月
十
三
日
条
。

(23)
松
本
家
資
料
A
1
8
「
万
用
大
宝
恵
」
。

(24)
松
本
家
賓
料
B
1
2
「
両
蔵
穀
出
帳
」
。

(25)
「
土
崎
港
町
史
」
復
刻
版
（
加
賀
谷
書
店
、
一
九
七
九
年
）
一
七
四
頁
。

(26)
秋
田
県
公
文
書
館
所
蔵
、
混
架
賓
料
ニ
ー
ー
ニ

O
O
I四
「
御
用
記

先
例
書
」
四
゜

(27)
秋
田
県
公
文
書
館
所
蔵
、
混
架
賓
料
ー
ニ
ー
ニ

O
O
I五
「
御
用
記

先
例
書
」
五
゜

(28)
松
本
家
贅
料
B
2
7
3
「
蔵
敷
手
数
料
口
銭
諸
賃
銭
控
」
。

(29)
以
下
、
松
本
家
資
料
A
1
9
「
亀
田
様
御
米
御
用
帳
」
に
よ
る
。

(30)
「
函
館
市
史
」
通
説
編
一
（
函
館
市
、
一
九
八

0
年
）
＿
―
-
六
九
頁
。

(31)
宮
本
又
次
「
日
本
近
世
問
屋
制
の
研
究
」
（
刀
江
書
院
、
一
九
七
一
年
）

一
七
五
、
一
八
七
、
二
七
一
頁
。
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